
JＡＸＩＳＴＥＣ深海研究 £11 ひ

相模湾初島沖の深海底総合観測

－シロウリガイ群生域の１年間－

門馬 大和゛l 満澤 巨彦゛l海宝 由佳゛'

岩瀬 良一'I 藤原 義弘゛l

剔丿詞r り初島|§j蔔II で『al 海底 総合 観測 ステ ージｌ ン』に よる蛯 刪を 始め てか ら.1995 年６ 月

末 ま でに １年 ９かj 朸 嘯1遇 し た．こ のlllに．カ ラービ デ オ画 噸. 地震. 水111a. 咾II･温 度!. CTD.

滷 向 流 速等 ，極 め て高 密度 かつia 杤|豐の 靉測 ヂー タカtl!1ら れた， ス テーシ ョン の股l呪以 来． 伊

Ｍ 孚島 東 ぶ･pの地 曜活 仙Ej 沈 静 化し てい るが，1994 年11j=|･|･11]に 殖!l した 小現 讀な・･児地震 を

挾 むlilを５かj 】|!11にわ たっ て，シ・ ウ リガ イ群!lgl りの地111温jilこ若干 の胝'Fがｔ ヒ た．なお ．

こ のll 苑地 袁 はシ ロウIJ が･1の 行動に は神に 彰廊 を与え てい ない ．ま た， シロウ･J ガ イの観 察

を 通じ て． その 止 賦活 亠勧 丶･,･,･iいｇ は で鏥jX され た．す なわち ，こjt ま でにla 回以 上の放 緕放卯

現 象を 観 家Ｌ てお り．ａ 生 時刈 に も季潼 徃 は 見ら れない． この よう な高頻 度の産卵li 蜘j ，化

学 合戚 生物 の 健のｓfi.ljS 徼 的 なfSI 』と も考 えら 乢 今後 の新 たな1r 兇 テーマ かｔlEL た． 年

間 を通 じ て．流 れ莪 ぴ ｃＴＤ 覦測 を行い ，本 海域 哩111叭il晩 の基 本的 な持tl.が･| ら かに なった．

恥 層流 や 水温 は，:慄 夕の周 絹 で 変似 してい る．流|;IIｕI鄒11きす なわ ち，膕ll仮ylの湾| 】向 きがs:1

赳 し ており.ji 常10cm/ ｓｎ 下，碵 人約20cmy ｓのi匐1 が・ 測 さj1 た．水 温に つい ては，2.46 ～

3.2s ℃cjM 場 水・) ダり範|111で 変fﾋ し てい る.199j 年及 ぴ199591 の3 11 ぷ から511 に かけ て，衂

胴 狗のjlQallに よる激 し い濁 り か 覩察 され た．こ れら!j. 春 先の 生物の 大発 生μ ブ リ ンクブ ル ー

厶)に よる もの では ない か と考え られ る，地巾 温度 につい ては，海 底'F2 齔 ｍ で水温 まり も韵2

‘ｃ･1･.･;く ，- 一般的 に シ・ ウIJ ガ イニ,。ａ 一 内か． コ ロニ ー縟にjt べ て温li か111い が． これ らが 逆

転 する 場 合６あ る ．
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One  year and  nine-month  long real time and continuous  sea floor observations were

carried  out between  September  1993 and June  1995 using color video cameras,
 yjlsmum-

eter. hydi ophone, heat flow temperature  sensors. CTD  and  current meter. The  observa-

tory  ih located & km  south-cast  off llatsushim*  Island in Saguml  Ray.
 at a <tepth of

1.17dm.  A  frequent spawning  of Otlypiosem  toyooe was  o)>ser''e<t foi more  than ten

times  during above  period. It seems  that tlie spawning  is accompanied  with increase of

water  temperaim  e by approximately  0.2*C. Number  of tlie dams  which  ar≪ visible

from  the observatory  vanes  significantly  with time.

It is intei eating that earthquake  swarm.  ＼vhich occtm  ed 35km  south of the obsei va-

tory  in the middle  of November  1994, secies that  it is coinciding  with  temperature

deciease  muter the seafloor by 0.7*C between  Novembei  1994  and  April 1995-

Basic  annual  environmental  changes  "gre  obseived  by  CTD  and  current  meter,

which  ranged  between  2 46 antf 3,25'C in temperature,  and  current was  Jess than  10

cm/s  in usual and  20cm/s  at maximum.

key words ; Loiig-lerm o)>&ei"vatory. Deep sea ･nvhtmirieitC. Colyplog<sn<f woac. Spaw-

ning.  natsushiiwi  Wautl.  Sags'"  i Ray.  KanMuAke  swarm.  lJouom  cui<

rent.  CTD,  Ue*u  flow

１． ス テ ーシ ョ ン 設 皿 後 の 経 過

】993年9jl. 謡 海 の 諸 現 象 を 総 合 的 に 理 解 す る こ 亡 を

|| 的 と し て.1 Ⅲ 莫沈 初 鳥i･11に｢il 海 底 総 介 世 渊 ス テ ー ジ １

ンj を 置 置 し た( Ｍ ｏｍｍａ.1993:|｢l｣ 馬 ，1994) ． ス テ ー

シ ョ ン に は ，カ ラ ー ビ デ オ カ メ ラ21.11 周 ●j地 震JI･，
八

イ ド ロ フ ォ ン ． 鑰 中 温丿曵{ ま汳iijIｕ al･2 台 ．ｃ ＴＤ、 心 瞳

液 向 流 遠, 汁か 搭 載 さ れ ， 光 ヶ － ブ ル を 滷 じ て 匈 島 の 陬ll

l･,iにIJ ア ル タ イ ム で デ ー タ か 逗 られ て い る ．

ス テ ー シ ョ ン の 海 底 設 置 技 ，1993 年11jl に 無 人探 査機

『ド ル フ ィ ン ３ Ｋ
』 に よｰ｣

て ，ａ 沢 位;ylの 徹 調 整 や 地 震

,ll'.ハ イド ロ フｌ ン． 地 巾 温 度lll-の 海 底1111へ の 設 置 が 行

わ れ ． 本格 的 な 奴 洲 に 着 ｒ Ｌ た. 】994 壑3 JI ぷ か ら は.

4jljll･|線 で槇 須 ｎ の 亅ＡＭ ｓＴＥｃ に もデ ー タ か 迅 ら れ る

よ う に な-j た ． 通 常 の 餓 測 は 焦 人 で， 毎週 １泊2 11 で 初

鳥 に 出掛 け て 有 人 観 測 を 行･j て い る ． 拠 Å 観 洲 で1よビ デ

オ テ ープ の 交 換 が で き な い の で ， ｜|| ｀liた リjlllijo 畤 と

ljE'卩 こ各15 分ll:jの|･| 偈 録1111を 行-j て ． １１ 川 に210 分 μ

1111'|チ ーフ ｜ 奄 を 妣lllす る ． こ れ にj･1 し て． 心IA の 場 介 は

】週||ljヽ 1'Iた りI  ii 'ltの 連 続 μIIII･|をij･ う， ビ デ オ デ ー タ

を 除 ０ ぱ ．ｲ|' 人 ． 無 人の 差 は 作 在 し ない.1111 』像 デ ー タの

以 録lj. 例 え ばjMJ 皀の 人に テ ー プ の 文換 を 仙 λ だ り ． ３

倍 辿 μ･1111で時 川 を 夕):j･す こ と も･･1能 であ る が.3 11.1･||||の

観 測 μリ 彫11にj･j す る 水lllラ イ １ 夕)な 命 １ 日11111 た り 約

･|.咄ll 剥IsI : 17E111. 2 灯lll で:| 訊 をりIJ ･? え て 使jllし

た場 合.ft,il･51011 : 】年 ５ 力･lll を･り11 し て ． 林 え め に

している．

199 がI-10II, 観 洲 から満 １年経過後．苜搬 り装;癶1･j･き

カ メラか観察IIIに 海 底に落 下するポ故が発11Eし た｡ｒしん

かい2100｣ や｢ ドルフ４ン3K｣ で現場 観察を行った結米，

･ｎ 搨り設;Ｒ【アル ミ合金】の ネジ穴がJｓ 食し． ステーショ

ンのフレー厶に1111定し ていた ステンレ スボルトが抜け．

カメラ と北に脱落したことが分かった， 多くの耐jlE宥 ａ

はアル ミ合傘で畠 来てお り，当初から． 災Ｍ 余属IsIの亀

蝕には| 一分il=.戉し てぃたか．ａ．暇と振釦によっ てネジ部

に緩みかjl・ 二，海水がj鮑Åして嘴食を･Ill･め た･･f隨性 があ

る．1995 年4JI. 『ド ルフィン3K 』 で，傾斜したカメラ

とrII・ り 弘置の姿勢をぷ|節 した，水巾 部の搜zi にcj ， こ

れ以外の故ig は 起きていない．海底地健litに 底 咄 匐こよ

る と11.わ れ るノイズがli 初から発″liし てい たため.1995

年ｕ｣.  Jfci&l-* 休 や接続 ケーブ ルのlal定 作 裏を｢ ド ル

フ{ ン3K ｝で 行-･ た． あわせ て．電磁流向液連訐に西向

きの流れかI:i越 し てje録 される傾1111かあ ったので．池の

電健流速.ll･に よる現場 キャlj ブ レーションをli-j た．

ケーブル陸揚げｓ 岐ぴ浅海郤にり い てほ．定期的に ダ

イバーによる調 査とl寉.yをli･j てぃ るか．陸揚げ 部や収

海部夕)ケーブ ル防護竹やj141μ･1け ネ ジか眤落することか

しぱ しばある，19M 年秋に｢ま.111111に ｜哇 とい う人きな

波浪にl ･j て． ヶ一ブルが昨揚げi; で約2111 秣 発 したこ

ともあ･j た ，199511.1･311. そ れ まで初島第乙･魚逎のフレ

･ ７ヽ冫内にμ力･れ てぃ た陸|;｣,4を ， 初鳥海洋責1 鴒‘1内 に移



設した．これに伴って，戳測lllの 海底のビデオ画像を一

般兄学者に川放するようにした. また, 工小や落li に よっ

て，陛電が瞬 断する事故がたびたび生じたため，ホ･11部

の すべてと陸上局の主要な電源を憮 倅電化した．

本観洲は, |i>]||かに111られ る 現数の観測データから，そ

れらの相互|网係を躙べるこ とが大きな目的である．徒来

は，各センサーのデータを個別に表示．記録しており，

これらの時 間スケール も違ってい たため同時に比較 する

ことが困雛 であった．1995 年 ４ 月から，長い時閥スケー

ル( 岐 大ｌ か月) で全データを表示して観察することが

可能にな った．これによって．例えぱ畝絹敖卵か発生し

た原の水温，地111温 度，流れなどの変化が同一両面で睫

察できる．

２．シ ロウリガ イ佃体数の変動

ステージｌ ンで観察されるシロウリガ イの叫体数は一

定ではな く．畤|:ljと具に変化する．図１は.19941F ｕ=j

から6JI に かけ て同一画角内で観察された，シロウIJ ガ

イの約１週問ごとの個体数変化を示す．この画角の莉|『l

は おおよそl ｑ･円 方弱で,ａ も多い|昨には1 佃 綱体前後い

たか，2 jJ 末 から4rF ドil』に かけてjl･1も少 ない時には50

偶 体程峻 まで減少し, その後再ぴ榊加の傾|;･』か 兄られる．

シロウリガ イは．皿中から湧出するlllj哺水lllの メ タンや

硫化物 を佰収 してお り，その湧出最の変化は地111温 度 変

1ﾋを1･pうの ではない かと考えられる．また，湧11･,jiiの榊

滅によ・ て．以が篦の場所に移動する可能性g, あ る．

地111温|妬11･に より，シロウリガ４ コロニーの内( Ｔ,)

外cT.) で．海ix の ご く表ｊｓ(ｕ：Ｊｊ．約11clnoII:II･).

図 １　 ス テ･･･ シ ョン の ビ デ オ カ メ ラ で|･il一1111廁| 咄 こ見 え た シロ ウ･1 か イの 倒 体 戯 変 化

Fi ≫. 1 Challgt･ 。f lhe clams in 1111ml ｘ･,･ whicll were ｖisil)le rl･ｏｍ thc v ｉｄｅｏ ｃａｎｌｅｌ･a al a fi χｅくla 収le.

JAMSTECJ.  Deep Sea Res..  H  <]*≫･"≫>

約21cln ｛Ｌ: 下｝の各層温度を測定している．こく表嵋

の温度｛Tlu ，Tll ｝は ，水温変化の彫響を強く受けるの

で，貝の生息域 と考えられる海底１ 約10cm 付逝 の浬暖

（Ｔ,s ）に注目する.  199 がF2 月101 ころから３月中旬に

かけて,TI｡ が コロニー外のＴ。より６低下し. その扱は

上詞･の傾向にある｛図２｝．ほかに比べて，TI. には 全般

的に水温の変化とも異なる短岡期の脈動が認められる．

これlj， 泥巾で只ヵ91 く ためでljな い かと思われる．94

年 ３月18日 から2C 日に かけて，Ｔ,.に それまでと異なる

温度の低下が兄られる4 闊３）が，図１によると．この

111に 個 体数が大鰛に誠少している．個体数の誠少は，死

亡ｉ嚆1中 への壜i殳というよりは，場所の移助によるもの

と思われるが，この浬度変化が貝の移動の原因か，結米

かは明らかではない．すなわち，貝の移動は何らかの繻

塊妥因の変化によると思われるが．地巾温度のみでＵの

飼 体数変化を鋭ll することは今のところ困豊である．な

お．側体数澱少の時期は．麪濁物が増加して視界が不良

になった晞羂と大まかに一致するが，この現象（杖界不

良）は1995 年罪に も観測され，春先の生物の大発生｛ス

プIJ ングプルーム｝と関迎があると思われるが，11 の 倒

体歓の大幅な変化を伴ってはいない．

３．相模湾初鳥南東沖シロウll ガ イＣａｌyｐtｏＳｅｌａ

ｓｏyｏａ●の敖饋放卵硯象

長期観測 ステージ,≡iンのビデオカメラにより，シロウ

りガ イQ61 伽 貍jjαs り 廓210k ｕlaniの 放罌戰卵現象か

確I認された．戡祠放卵現象は1993 年12j1211.1に 初めて確

認され.1995 ￥6J181j まで のlnlにlll‘】I II に わたって覡



μ12 池 中温|鮎il･に よ る温|暖変 化(1994 年2J110EI ～1611 ）

Fig. ２ Ｔｅｍｐｅrａｌｌrｅ variations under the ｓ2･ floor ｂｅｌw 貿I Feb. 10 and 16 1994. 1:within  thee 】am  colony･

2: ０１１１ of the colony. Ｕ:upper  temperature  sensor  near　lhe s･rface. Ｍ: middle ｓllsｏr al a deplh ol

10cm. Ｌ: 】ｏｗｓ･ｓｅｎ帥r ａt ａ＆plb of 20cm.

lｔij 色嘸･gli,;II･1二.lる11111霞 化11 匆･睥･3｣|1611 －511)

I'iK.:S T4･1111ｘ･rlllll･･･ val･iali,)11s uIldll･ llle ｓ･;l fl･H･|･ Iχ･Iwee11 χ･lal･. 16all(12519!j,l.|:within llle clam c,Ilnny.

2:flｕい,1111ec｡|rjllS‘. Ｕ: ul113eT 爽や1111･ｅrallll･c･ g･11,gjl･ 11cal･ llle s,11･fiu･t･.5･|: nikklk* sellｓ,|･;II;ldel,Lhi,l

lljt･111.1.:|,･叭･cI―M･lisjjrlla(lel)lh ，jr21jcnl.
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察された｛同 日の午萌と午後に発生した鳩合もある：衷

１｝。放桔放卵原前のシロウ11 ガ イは水管を大 きく仲ば

し，水管の先端を頻緊に収縮させていた。瞿子及ぴ卵は

水竹より勢いよく放出 され，すぐに海111に 姫 散した。シ

゜ウ11 ガ イ振はBcrs （1985 ）か 報告しているように比蝕

的大きな卵を待 つため，粒径 とそれに 伴うsli面の 自濁状

跪の遠いから放卵現象と放梢現象はビ デオ画面上で区別

が･I町健であ-l た。ｎ 一馴ll に よ る搜数回の放精放卵現象

は確認されていない。多 数の佃体かほぽ同畔に肥偶子の

放出を行っており，画而上で区別が可能な場合には放拮

の約10 分 後に拔卵 か行ｂ れ ている。放拮放卵が行われた

場合。 長川ステーションの テレビカメラ画面が一iiiに白

躅し，釣５分■¶1に わたって杖界の湎い状態か鞁く（写jl

表 １　 シ ロウ リガ イの 放嘖 放卵 記μ

Table １ Ｒｅｃｏrd of Spawning ｏｌ ａ 心芦 聊 ｓ 吻 ｗｊ.

JAMSTEC  J. Deep  Sea  fict 。 １１ １１!・I'll

ll｡ 画 而 か白濁するため放帑放卵を行った正確な訓体数

は不IIIで あ るか．通常，画面から観察される範囲に数十

l閹休のシロウりガ イが観察され，その内十数個体が放猜

放卵を行う． 里側休の放精放卵時ll は十数杪から釣１分

程度であった，敖卵 詼，ハオl』ムシ頴 尺砂・ 黝φ夘廚・

Ｊｏｎｅs、1981 の観 察とは異なり.g･ は水 中をlll徃i孚力で

飃うifi (Van  Dover.  1994), ハオりムシ知で観察されて

い るようにその卵が生皿碵に沈降･ 蕃底したかどうかは．

両面からは不明である．精子も卵と同橡に中性浮力であ

るか，卵よI）も広 く拡哉しており，多くの鳩合，ビデオ

カメラで覡察可能な範囲すべ てを白濁させている．この

ように卵及ぴ絹子は海中に浮遊しているため．配偶子は

ft'l'で受戳している可能性か品く，このことは先のハオ



|亦| 妝 拈狄現|||梦 啅 温 刻 匕 Ａ: 1994･115J12611. Ｂ: 1991s117jj2211. Ｃ:1995 ｔ･Ⅲ2611. ， 点訟ljal ’i畝卯|:|陶･畤 劃

Ｆｉｇ.･l lllcrel ｓgヽ Ql wllerle1111,erallll･e i,tｓlg､,･11111g.Ａ: Ｍａy 26 ， 1991. K: J･"ly 22. 199･|.Ｃ: Jallllal･y l. !g95.

Ｂr･lkell】illes汕IJｗ 1114･ hegjnnil暝Qh1311ulllillg.
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リム シ 穎 で の 考 察 と は 異 な る( Ｖａｎ Ｄｏｖｅr.1991).

長 期 ス テ ー ジ ．ン で は ， 塩 分1a 度 ． 水 深 ． 水ia ， 地 中

温 度 ， 洫1111流 速 等 の 物 理 チ ー タ を 訝 訓 し て い る が ， 放 拮

放 卵 現 象 は 水 温 の 上 洞-との ≪IIH が 高 く{1 湘 ４ Ａ －Ｃ} ． 今

の と こ ろ ， そ れ 以 外 の デ ー タ との 明 ら か な 柵 関 は 兄 ら れ

な か っ た ．敏 精 放 卵1111衂 時 の 水 温 は3 ℃ 前 後 で ，放 闘 政 卵

ll 始2 11剥nlii;lよ り 常 に0.X ℃ 程 度 上 昇 し て お り， 海 水 濫

度 の.h 昇 が シ ロ ウ11 ガ イ の 敖 閘 放 卵 活 発 のi; 】き 金 と な っ

てい る 可rjl性 が; 匈い ． た だ し ， こ れ ま で の デ ー タ か ら 水

温 上 昇 時 に 常 に 放 精 放 卵 現 匁 か 瞎 認 さ れ て い る わ け で は

ない こ と か ら ． 水 温 以 外 に も現 在31･測 を 行 つ て い な いl･･1

ら か の 要 因 か 放 拮 放 卵 現 象 の 引 き 金 に な っ て い る 可 能 性

か 轡 え ら れ る ． 化 学 合 成 生 物 俳 集 構 成 破 の 敏 絹 放 卵 裂 象

を!|! 息Ｑ 境･lj で 観 察 し た 例 は･ オヽlj ム シ 類 以 外 に 穣 告 さ

れ て お ら ず(Van  Dover,  1994>. そ の 際 の 物 理 計 測 も 行

わ れ て い ない こ と か ら ． 温 皮 の.|･.･Si･が 化 学 合 成 生 物 部 梟

の 梢I友 舁 全 般 の 放 闊 放 卵iyl茹 の 引 き 金 に な り う る の か ど

う か はｲ;1111であ る ． 汲 梅 性 の 二 枚 只 で!j. 温Ji の 変 化 か

放 拮 放 卵 の 引 き 金 に な る らの も 知 ら れ て い る{ Ｏｒｌｏｎ.

1920; Ｎｅｌｓ()ｎ，1928; Thorson, 1916; Loosanoff. 1953;

Ｓａｓlｒy; 1963. 1966). ま た 海 洋 生 物 の111 に は ， 月 齢 と 放

粨 放 州 活 釦 にia い 因 米 関 係 が あ る もの もあ る が(Newell

≪  al･.1991) ，シ ロ ウ'1 ガ イ に 倒 し て はjj 船 と の1111ら か な

相 闘 は 兄 ら れ ない(jn) ．

シ ロ ウIJ ガ イ は 多 欽 の 個 体 がl,;』II*に 配| 禺了 を 倣111 し て

お り ， ま た 皿 雄 共 に 放 納 放 卵iX'茹 をili・ てい る ． シ・ ウ

リ ガ ４ が 不連 続 に 分 布 し ． 生 息 に 硫 化物 を 必･要 と す る こ

と を り え る と， こ の 畝 績 放 卯 現 象 は シ ロ ウ り か イ か 硫 化

物 の 湧 出 す る 遠 隔 地 へ 了 孫 を 覡 才 た め の 繁 殖lil 略 と し て

非 常 に 収 妛 な 手段 に な る もの と1り え ら れ る 。Van  Dover

(1994) も
八 才 り ム シ

類 で の λ 規 膜 な 碵 拮 放 卵 活 茹 の･･1

能 性 を,j;噎 し てい る ．

深 海 性 の 二 枚 貝 の･II に は 季 節 に 応 じ た 駱 靦 刪 を もっ も

の が 報;li さ れ てい る(Lightfool et al｡1979). し か し ．

シ ロ ウ リ ガ イ 類 の ″li殖 腺 のljt 繊･？ 的 研 究 か ら シ ロ ウI 』ガ

イ 飢 は 特 定 の 繁 殖|!||を 持 た な い も の と り え ら れ て お り

{Ｆｉａｌａ- Ｍｅｄｉｏｎｉ甘11(|11clillec.1989) ， 今|･II. シ 卩 ウIJ が

イ の 放 精 放 卵 現 象 か は ぽ･|こ1111を 通 じ て 観 察 さ れ た こ と

Ci. こ の 説 と 矛 盾 し な い ．

こ れ ま で の 鮫 察 の 紹 米 ， 戳 精 放 卵 が 常 に 水温 のljl･ を

1･-J て い る た め ． 今 後 は ．｢ し ん かい2011 」や 魅 人探 哩 槻

「 ド ル フ ｆ ツ31 く｣ をjllい て， 人ljllJ に シ ロ ウ りガ イの 現

場 恥 搬 を1｢ い ． 水iMl 」1･と敏 桔 放 卵｣M 喩 の41  lidを 検,illlｔ

るr 一竃 で あ る ，　　　　　　　Clffrti 義 弘}

４ ．初 鳥 垰 潭 海 底 の 流 れ の 変 動

４ ． １　 電 磁 流向 流 速 肝

観 測 地 点 周 辺 の 定 常 的 な流 れ の 持 性 や 地 震 竹 鮑 殺 変 動

に 関 連 す る 突 発 的 な 流 れ ． 台 風 等 に よ る 気 象 擾 乱 の 影 響

を 観 測 す る こ と を 目 的 と し て． 水 平 ｘＹ ２成 分 の 流 速 を

霤|･渊 で き る 亀 磁 流 迷al･( アレ ッ ク 電 子 恨) を 川 い て底 層

流 の 計 刈 を 行 っ て い る. 流 速 の 測 定範 囲 は ０ ～ ±200cm/

sec. 測 定 罌｣暖 ● ２ ％ ま た は0.s ｃｍyts‘ ， 分 蓼 飛0. １ｃｍ/

sec. 時 窟 数0.5 秒 であ る． 流l;l】は ， ホ ー ル 素 子 を 用い た

方 位 セ ン サ ー を 基 準 と し てお り ， 方 位 の 精 度 ±2*. 分 解

能0.2 °，|ゆ 定 数0.2 杪 であ る ．耐 圧 容 ｓ の材 質 は チ タ ン ２

牋 で ， セ ン サ ー と デ ー タ 変換 部 は 水111 ケ ーブ ル に よ り 接

続 さ れ て い る ． 流 迴 計 セ ン サ ー は ． フ レ ー ム 内 の 流 れ の

擾 乱 を さ け る た め フ レ ー ム 上iii よ り3rl5cm｣ﾕ に 取 付け

て あ る ． ス テ ー ジ ｌ ン の 高 さ が 約140cm で あ る た め ， セ

ン サ ー は 海 底 上 約155cm にfllil す る ．

４ ． ２ 流 遠 の 現 場 キャ リ ブ レ ー シ ョ ン

平 成 ７ 年4J118 －20｢| に かけ て ｒド ル フ ４ ン3KJ に よ

り.ll 己 配 録 型 電 磁 流 速ill･(ア レ･y ク 心 子 ＡＣＭｓＭ) を ．

現 場 キ ャ り ブ レ ー シ ｌ ン を1111'jと し て ， ス テー シ ョ ン 流

速 計 よ り 釣6111; ｌ 側 の 海 底 上&90cin の15 さ に 設 置 し

た． そ の 結 果 ， 予 想 ど お り ス テ ー ジ ｓ ン流 造al･の 流lalが

や や 西l;11き に か た よ る 傾1111が 認 め ら れ た． こ の た め ． 釣

6m 程| 変 の 攬i鰛 で は 流|;i は ほ ぼ1111匕 で あ る と 仮 定 し ．

キ ャ リプ レ ー シ １ ン 川 に 設 訳 し た流 速,11-の 硫|;･』を 基 準 と

し 植ilEを 行 っ た ．

４ ． ３　 １ 年 間 の 流 れ の 観 測

随 向 一流 遠 デ ー タlj 】秒 ご と に 記 録 され る が. こ の デ ー

タ の １昨 閥･` 1偈j を 取 っ た デ ー タ の 卩r･llljの２ 録 を|刈 ５に

示 す ． こ 扛 に よ る と. &ii ≪iは． 南 南 内J,･|;･|がje や 卓 越 し

ておIJ ， 流 速IIIuj 5cin/scc を ほ ぽ 中 心 に,  2  ~ Scin/sec

の 範ljl で 変 化 し てい る ． こ の デ ー タ は1 11*1:11の'1り5jflliで

あ り ，瞬ljll的 にlj 最 大:20cm/sec が 観 測 さ れ てい る 。

Ｍ ５ を 兄 る か ぎ り ，llj北 成 分， 火 内11 分 と も人 き な 違い

1よ認 め ら れ ない ．| Ⅲ| 揶lai･ の 変動I 友分 をnIRi- る た め

に.2411t 】11jの 祁 鈿･19 勾を,il･算 し た(| 可６) とこ ろ ． 流|;･1

1よIso' －270‘ で 変 勣 廴て お り ，特 に ，11111jl'り';i"iｶ 啅 越 し

てい る こ と か 髄 認 で き る ． ま た. llVf* の･|吶 流 遮111{は

5 ～７ｃｍ/sｅｃ で あ る.  iti-lt及 ぴ 収il呵成 分i 龜速 に よる と 流

l'<|i']|& ifj'ltlt･りyl;I』の 流 れ か･;4 越 し てい る ．こ の 阿ilfllは．

１１ ７ の 溘 向 一 流 速 分 釦 こお い て も確 ４ で き る．

４． ４ 流 れ 変 動 の 傾 向

液 速 の 変 抑.I抑| を 調 べ る た めに.111. ｔ 成 分 及 ぴ 東西 成

分 の ２ 畤| 齢UJI 洳 耄変 動 に Ｍ し てliT 法 に よ る 弌 ベ ク



図 ５ 流れ の||斜lj変･JI｛|時 間 ’1り匈陋j 。｛ａμ鈿111.（1））j6i.gc ）11j北暖 分流 速｡4dj 啝 西成 分溘iｔ 靫瀏 刈川:1993sI=･11

J112 卜－ 】994^-11 MS･lll。槇 幀夕］lll 盛 りaj10111::jを 示す

Ｆｉｇ,5 Time ｓｅrieｓ of  (≫} current direcii 。11.gb）ｖelocitｙanp11111de. Ｉｃｈ ｌｏtｈｅrll ｖelacily component. （ｄ）

ｅａsｌｅｎｎｌｅｌｏｃｉｌy ｃｏｍｌｌ･neiit wilh il hoIlr average ｆrｏｍ Ｎｏ､･｡12.199310 No ｙ. 24，199･|｡

１ル 解 析 をii-j た 巾18 参照3. そ の 結 果 ， 東ilq，| 糾L 成

分jIQにj2･ 耜ll夕)` |!||周 期 及 び. Ｍ.5111.1.1畑Iか･:{越 し てい

る． こ の 変動 周JuIり 具 に 潮 汐に 起| 刈す る もの!1･ りえ ら れ

る．

ま た. 覩 洲地 心 は 束111束 方 向 に 深 く な る別1111の 途111( 水

深 £jl. 174m 囗 こＲ;R す る か ． ４ 濠1.2 匍 ｍ 付 近 よ り 簡 斜

が 綏 ﾍﾞｺかに な り ．水 沫 約1.35(1111 で'l!妲 とな る．観 測 地 点

は 覃:11111の 勾aj の 変|ll.･恕 ３ とη し てお り ． こ の地 心 で1;11111

にi;liう|§jlhll卵)iat が*m を 涌 匕 てI;i駟 し てい る こ とｌ

り ， 相 膜 ト ラ フ|爬 ではａ 時 計 川I μ) 流 れ がI;i越 し てい る

もの と 廿え ら れ る.

４． ５　 今 後 の 流 れ の 観 測

覩 脯II｣始 牋 ． 地 蔵 変 鵐 等 の 突 発 的 な 現 粂 が 発jl;し てい

ない た め ， 海 底 変 鵐 と 流j1 と の 閥 連 作 を 把 握 す る に ヤ ーJ

てい ４ い か ， 今 肢 引 き 絞 き 観 訓 す る こ と に よ り ． 海 底 変

釦 現 皐 と 流 れ との| 剄連 作 を と ら え る こ と が 刈 律 さ れ る ．

さ らに ． 流 れ の 愛 動 にll し て は ， 年'lt秡 のjU91 変jl刎豺|ﾐ

を と ら え る こ とかI･1能 と な る ．

流 向 の がqみ|;･|･ヽ のjlr‘･なり は ． 訛 の 鯢 潤 機 器 の 咄 り に よ

I尸| 戈 る 磁jl 口)I･1能 性 か 臨 い ．141;･|を よりIlji: に キｉ.11

ブ1, － シ ｇ ン す る た め に ． ス テ ー ジ Ｊン 流 速lil･の セ ン

サ ー と1111じ,:I.･iさ で ， 水･l゛li薩 で 卜 ヽ2n, 程 度 雌 れ た 地 点

で キャlj プ い ーシ･･ ン をil･･う必 懼 が あ る.4 満 澤卜
丿幻
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閥 ６ 鰛 れaL11 胃変勁{2 ●l=lll移勁･|` 崎 値} 。Ca)iaa;11.(卜)汝ｔ{ ｄｌ町＆成 分流 池｡( ｄ)窰内!茂分泣 沖。観洳卿ll:|；1983

*111 』1211 ―199 がr･11j』2411. 槇軸 の 】ll盛 川iioil 間を 示す

|゛ij?- 6 Tillle ｓｅrieｓＱＨ ａ) ｃｍ･『・111 dirOClMHl.  (1>) ｖｅｌｏｃｉり･allplilude.{chlo111erll ￥elocity co 町1301ｗlll，(d)

eastern ｖelt}cily component with 21 h｡u ｓ ＩＩｏｖillg霏vｌrｌｇｌ ｌrｏ･11 Nov. 12. 1991  tn Nov.  24. IDEM.

５ ． 地 中 湟 度 計 測

夲 ス テ ー ジ 。 ン で 使jjlし て い る ２ 台 の 圸111 温lll;|･lj

サ ー ミ ス タ温 峻lil･{ 海1? 電r･ 裝} で あ る 。 ｔj437cl,1 で，

海 底 に 剌 さ る 柚 の 部 分 は25c111 で あ る 。 各 々 の 槍 にlj

サ ー ミ ｘ 夕かｌｋ ｍ 間 隔 で ３ か 所 に 水1 川,JIけ ら れ て お

り ，ili底 に ●llし た 哉 態 で は 。 海 岐11 ド。海ａ 卜･約Ick111.

及 ぴ 海 喋 ド 釣2 吮 ｍ の 堤| 曳をlil･剽 し て い る。 こ のJ 皀III温

li,il･の う ち のltfli ス テ ー シ ョ ン 近si の シ ロ ウlj か イ 群

゛li内 に,淀 呎 さ れ 。 そ こ か ら 釣lm 鯵 れ た シ ロ ウjl ガ イilf

乍 外 に 釶 の ｜ 台 が,２ 置 さ れ て い る ， 以 ド 。 シ ロ ウlj ケ ４

雌'|･E内 に｡l; 癶さ れ た 地111 諡ll,il･に よ る,11･渊 温lt を ．ｌｊ 海

底111：ド) かI ，`ド{ 海 底 卜 約 黝ｃｍ}'ヽli に ． Ｔ･ｌ． Ｔ,｡ ． Ｔ１，

と呼 ぴ 。 シｏ ウlj ヴ イ 群 ″li外 にa 殳;癶さ!1 た 地111以 度,il･に

よ る,11･渊 濕ll を.ljil 矇に Ｔ｡･ ，Ｔs ，T21. と 呼 ぷ こ と に す

る 。

５ ． １　 計 測 遭 疹 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン

1993 年9 11 の ス テ ー ジ １ ン,ａ 周 か ら，|･11年II 】|の ス

テ ー シ ョ ン 水･11ｓ 移,沈 ま で のIs:j. 地111 温 度;il･は ス テ ー

ジ ｊ ン 夲1恫 こ棉 綢 さ れ てい た の で。 そ の 間 の 地 巾 諡lt 計

は 水温 を111-測 し て い た。 図 ９ に9J12111 の ス テ ー ジ ｊ ン

ａ 呎li;i後 の,11･源 温li を 。 図10 に Ｔ｡ 以 外 の 各温 度 とTI,｡

との 温 度 差 を 示 才 。 こ の と き の サ ンブlj ン グ||lj隔 は20 秒

であ る 。ｘ 予 － シ ｊ ン は.la;07 に 海 底|･liiA: |;に 達 し 。韵

30 分IM 机 し た 険。 吮11 にaliL た 。こ れ ら のＭ を11 る と



Ｍ ７ 流 速 一流 向 分 布 。CaOH 郭11'lり旬結 米.(b)2111 加lj 郤 碵'i ゛

均lj; 果 ． 観 測 閘|胃:199311tlllj1211 －1994 年I 】J｣2411

Fig- 7 Polar diag ｒｌ 巾ol velocity for direction ｌrolll Nov,

】2. 19&3 10 Not, 24 ，】994.(a3 A111 匐ｕr ａvｌr 昭 ｅ

ｄａｌａ，gb121ho ｕｒｓmm･illgav ｅrａ翼ｅ ｄａｌａ.

わ か る よ 引 こ， ａ サ ー ミ ス タljU で冫|･渊 温 度 に 凉 か あ り ．

ス テ ー ジ ｇ ン か 海 庭i*:  u こ達 し た 】0:07 こ ろ 以 降 ． そ れ ら

はｰ･･ 定.IK と な っ て い る が ， 最 人 で0.65t 程 喫 の ｌ を 有 し

て い る ． そ こ で ， 鹹 が 安 定 し たll:00 口 降 ，･'ill 収 録 し た

デ ー タ のj11 繊 の13;52 ま で の 温 度 差 の･| 均゙ 破 を 求 め ．こ れ

ら の 値 を,ll･測 隘 』戔か ら 差 Ｌ 引 き ． さ ら に ， 而 底11(ll に 設

置 し て い る ＣＴ Ｄ ＩＳ４３ａ Ｂｉｌ･ｄ Ｅｌｅｃtr ｏｎｉｃ５ ； SBE 91)ll ｓ】

の サ ー ミ ス タ 温 』戈,il･か ら の ず れ を 臚||ﾓ す る こ と に よ り ．

地 巾 温 度,lt のlll･洲 温 峻 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 っ た ．

キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 籖 夕)テ ー タ に よ れ ぱ ． 約 ２ かJI 後 の

海 底 温 嘆lll･の 海 底,:l 置 ま で の 間 グ)各 サ ー ミ Ｘ 夕閥 の 計 洲

２９4

図 Ｓ ス ペ ク トル 解 析 結 果 ． 詬 黻 胴 ： １Ｓ 坏 Ｕ 月121] 一 則4

jliⅢ12111. デ ー タ ：塒IS 揶 掵| 劬 揃 ，爽 線:| §j･1は 分

湖漣 ，XI 繃 ：柬 西 成 劭 変 速

Fig.  8 Power  spectra of iKrthern ≪nd eastern component

ｃａｌＬＫul;Llcd b5' BT ｍｅ１１１６ｄ ｌre111 Nov. 12.  1993  to

Nov.  24.  1994.  Data ａrrｅ昭ed､1･ith 2 hours ｍｏｙillg

average.  A sorid 1111e indicates ｌｈｅ norther) coinpo

ac111.1do11 £dlilleilldicale ｓｌｈｅｅａsｌｅｉｌ ｃｏｍｐＱｎｅｎｌ.

温 度 の ず れ は ，j11 火 で も0.01 ℃ 以 下 で あ っ た ．

５ ． ２　 日 ～ 月 単 位 の 温 度 変 勵

Mll に 一一例 と し て ，199 が11 叮j に お け る 地Ill 濫 度 及 ぴ

lij記 の ＣＴ Ｄ 測 定 シ ス テ ム でgl 一測 し た 水 温( 以 下CTD

水 温 ： Ｔ ｗ と 呼 ぶ) と 深 峻 を 示 十 ． こ こ で||| い た デ ー タ

は ， ・jll 電 話1111楾 を 通 じ て 海 洋11 学 技 術 セ ン タ ー 纉lfln

脳 に 伝 送 さ れ た1, の で あ り ，JJY に よ り 畤 翕II腴iE さj1 て

い る ． 一一一11;に デ ー タ か 欠 儒 し て い る と こ ろ か あ る が ， こ

j1 は1 拏'.･j=作 業 や 伝 逞|; の 恥 害 等 に よ り ． デ ー タ か 収 録 で

き な か っ た こ と が そ の 曜|ll で あ る ． こ の 閥 間 の 地 巾 温 度

の サ ン プ リ ン グlnj 隔 は 約 ２ 分 で あ リ.  CTD 水 浬 の サ ン

ブ り ン グ11:』膈 は １ 砂 で あ る 。p1111j.2 分 周 の･| ゛JjJ鰔 を

プ ロ ッ ト し て い る ．

こ の 図 か ら ， 地 巾 温 度1 よ戉 い 所 ほ ど 水 浬 変 鯒 に よ る 影

響 を 人 き く･２ け て い る こ と が わ か る. す な わ ち ，l ll オ ー

ダ ー 以 ドの 水 温 変 鈿 に 起111 す るWj,1111 の 温| 促変 化 は
， シ

ロ ウ リ ガ イ 群 牛 内 の 地111 温 度 も.dlr ″|;外 の 地III 温 度 も
．

深 い と こ ろ ほ ど 減 ａ が 人 き い ． し か し な が ら ， 減 衰 の 剛

介 はli;f?9 よ り も 読 者の 方 か 人 き く ，IR 名･の 熱 臨 導 李 が 論

徃 ク) もの よ り も 人 き い と 考 え ら れ る ． ま た ． こ の 絹lnj に

お け る 温Ji 勾 丙eは.
 in  ftの

み か 跂 者 よlj も 人 き く
． 海 底

ド21clll と 海 底li ド の 温 度 差 を 比 較 す る と.li;j 判･は 読??

の 韵|.8 倍 で あ り ． 地 辺 地 流Ilk か ２ か 所 で 倍 程 度 も Ｘ な

る こ り ご４･る ． た だ し ， 温 畋 勾 配 に り い て は ． 瞳 遠 す る

JAMSTEC  J.  Deep Ｓｅｓ fie*.,  11 (I99.*0



ように，月オーダーn11 の 長い周朋での狐軒な変動が靫

測され ている．

なお，水温変竸のうち.111 オー ダーの変茹はこめ芻|

llljにお いては深度の変化と良い相|鯛を示してお９，この

睹IEI】は特に1994 年10 月10 日前 後に顕著である．この瞿の

水温変鈿は．潮汐に伴う底肝溘の変化等に起因している

と書えられるか，水温変釦とil 度変化との|切 こ呷l晩 な相

関が見られない時期もあり．今後底哨流の変化を含めた

総合的な脈析が必要である．

５．３　 月～年単位の温度変動

詞12 ，13 に ， それぞれ
 
 1994^-5 月か ら翌年の５月ま

でのシロウリガ イ群生内の地巾岨丿萱と諄生外の地中温喫

をｃＴＤ 水温と併せ て示す．

データが欠ｉ しているところは，li 述 の原因に加え．

夏場の落･il;に よる停電６その原|濶となっている．現在は

拠停‘･li給 電 装置の増設により対処している．また. 1995

年3J･|'ド旬には，初鳥阯1･濁 の移設JI:亊 に 怦い．水中部

を含め１・ｌｌ 給亀を停止した．

この揶|問 で顕著な呪象は． シロウリガ イ群生内の温暖

勾配 哨112) が.1994 年11JI から翌年の４月上旬までの

約５かJllnj， それ以II;jと比 べて．ａ 大で2／3 程度にまで

減少Ｌていることである．ＴＩＪこついては，ｕJI 上 旬から

12J･| ･|･41jま での回に約0.７ｃ減少している．この問，水温

変0j  (TttO  Iこは 地111温 度 にこれだけの変動を勹･え るlj ど

の 変ｲﾋ か 兄られないので，この地温 変ijlは ． 問陳水の移

動など圸･11起 源 のＳ卩|に よるもの と考えられる．一方，

この時期，シロウリガ引ll 生 外での温度勾配( 図131 は

減 少しておら ず.む しろ若干の榊111傾111)が 見受けられる．

シロウリガイ群生内 での地･11浬 度 が減少し蚰めたこの

昨期に相前筏して.19941Fllllll 】||から1111j12011に かけ

て，伊.･.x字鳥 東方沖におい て北緯34 』152分, 東経139｢ 友15

分 を･11心 と するやや噸 笘なlll兇地 健か51 生し ている．訊

象庁の逶怖では，この間に約50 飼の礎減が求められてお

り．マグヱチスードは雛人で3,6 とな っている，この間．

夲ステージ ．ンの地震111･に お いてもＰ－ｓ時にして２－

３鈔の地震か数叫検測 されている。

III内4j か(1995) やJklil〔19ｓ〕)は ，IJ曵 ｀i'鳥 朿方沖め俳

発睹震 と述儁Ｌて，シロウ'1 ガ イIIｒlE内 の地中温|虻が変

如する傾|;ljを 指碵 している.1111M ほ か0995) に よれ|£

199311‘･l j】及 びI≫l年5j 』の 辟碓地以にll 前 後して海 底

ド8（ ｍ の温度が.０.1ら し くは0,2 ℃ 程|,lｔ 化 したと憬;‘i･

され てお り．また．その礎li聊)|瀏 丿韵｜か|| 程度 である，

liii,k!199がr･IIIJの 昨 鳬地曜は．これIIJの辟 発地総１ 止域

まり9kll 丶程|髪鹵 とい うシロウり かイ耨P11域 から離れた

位置で罷生しており，説膜もひとまわり小さいものであ

るに もかかわらず，前述のように約５か月にわたって豹

0.7℃ の温度低下という，よll製 膜の大きな實鈿が観測さ

れた．こうした現象の相違は，測定条作の違いによるの

は勿諭であるが，この地域の地震に伴う応力変化を反映

したものとも考えられる. SJ12 、13に示 した期間中lj.

こ れ以外に鈿習な諄発地震活動か発生しておらず．今後

も長期破測を継続し，地中温慶変化と群発地震の因果関

傴を調べる必要がある．

(岩瀬良一)

６．海底地震観測

Ｓ，１　溘寢地婁計及びハイドロフォンによ１観

渕状況

伊豆字鳥東方沖群茹丿皀震やマグマの郤茹に起l司する徴

弛 海鼠噴大などをモニターし．梅底'ドの変茹とシロウ

リガ４をどの化学合虞生物畔集の行鈿との関係を総合的

に調べるため，Ｓ 底地震XI･及ぴ･･ イドロフォンを装備し

ている．

地震及ぴ水･11膏は．アナログ式ペンレコーダで連綾記

録を行い，３成分{ ＆里6ピ･y Ｈ デジタル地震データは．

初島陸.111.4に おいてrl鵐 地震判定を行い．Ｗ川電話|自|線

を通じて扠飢餌に転送し，判定前後の記録を８ｍｍ デー

タカートり･，シに両者でＥ 録する．水中舂は，アナログ

式データレコーダで連縱記９ をii つている．また. 1994

年ｕJI からは．初鳥陸|･.Jaにおいて全地震データのデジ

タル連餃.11まも行っている．なお, 地 震チータの略刻は．

亅JY でrl 鈿的に校正される．ハイドロフｔンには．水111

郎 にljllaす る511･lｚの 交流によると恩われる電乱的ノイ

ズがli･|り込んでおり，徴･jヽ な きljとらえにくいか，何皮

か地震に・ う水･|･きか記録された．地震刊定による記卿

及び遽蛟紀録の一一肺から，闘東131辺 で起 こったj皀震と，

III夲1･j･近の111規 咬のj山震についてまとめた．

気象jil屓ぴ 助災杼７妓術iF 究所から発ぶされている暫

定震禰によると，199411･･3jjllll よ'11995 ￥6 1･11011

C約1 ‘113 かj 】)のllljに ． ステーション・ 底地震al･からの

震源距離200kllla 内， Ｍ( マグニ チュード) ３ 以,|二では

302 釧の 健雌が餓告された．その うち．初心で地麗と判定

されたものほ58 個である，震源lli離200 ～.100k111.M3 口

llでは196 個 の震源が匐;11さ れ ているか，初島 で地震と

刊定されたものは4 馴 である.199511･･2jj1711 よ り6J 】8

11のIll{3 か>12211)  fj. わ た り調整のために陸

ll伝送シ ステムを停lllし たので，アナログ連観記録の読

みJI(りをll･･--,た．その結 米，きらに衂 唖●!離2 鬨k111以内



Ｍ ９ ステ ージ ｓンａ 庭前 鑰の紬･11浬唆 計の 温｢Ｘ変化

Fig.  9 Ｔｅｍｐｅrａｌｌre profile of heal flow sensors before ａｌ】d after  the  arrival 01 1he ol ｗr､･ａtｏrｙ ａＨ ｈｅ ｓeallcol･

ｏｎＳｅｐtｅｍｂｅす21. 】993.TI･.TI 。.Tli･.　　Ｔxl..　　TI､l alld Tz･ : Temperature ｍｅａｓllrld bｙ ｈｅａt flow ｓellｓ3rｓ

{Ｓｅｅ ｃｈｅ ｅχplalllion of Fig. l} 】、

N10 ステー ショ ンａ 底liii強力晧 中以li,ll･1りTII から の以ll 差

Fiji- Hi  Temperature  residuals rl･。m Tjl 。l h｡･1 flow gll ｓ･1･s ｂｅｌ･･|･e llld lflrl･ 1M≫u｡llljllsoflheill 】RIIIｖal･l】･￥｡
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でI･lgp!， 震 源 距 戴200 ～400km で ３ 飼 の 地 以 が 検 出 さ れ

た ，ｎ ド でCj ， こj1 ら も 覦 測 さ れ た 地 健 デ ー タ と し て 仙

JI』す るo

介 算 す る と ． 躍 覦 距 離2 邨km 以 内 で は302r 剴の う ち72

個. 震 源 距 離210 －l 叩km で は230 佃 の う ち ７ 嗣 の 地 震 が

観 測 さ れ てい る ． 地ll,il･の デ ジ タ ル デ ー タ は16 ピ･ ，１ で

あ る か ， 近 く で 発 生 す る 地 礎 で 飽 和 し な い よ う 分 解 能

1.2211kille( ｋｉｎｅ;ｃｍyｓｅｃ). プ ル スヶ － ル40 】Icirieと 低 櫑

串 に 没;ilL た． こ の た め ， ノ イ ズレ ベ ル1･II迴 の 小 さ い 波

刹 を と らえ る こ とは 骼.し く ． こ れ が 地111 記 録 数 の 少 な い

原|λ|と 考 え ら れ る.

ljlり.↑ 鳥f ヽ1近 の プ レ ー ト の411 埓 関 係 に つ い て 兄 る と

CM14). 伊 以 半 島 や 相 模 湾 を の せ た フ{lj ピ ン誨 プ レ ー

ト は ． 扣 膜 湾 か ら閠 呶 地 方 の 地 ドヘ ． 駿 河 湾 か ら 収洳 地

ゐ'の 地 ド ヘ 沈 み 込 ん で い る ． フI lj ピ ン 湘 プ レ ー ト|; に

4j ， 八 丈 闘 ． 人 島 か.ら 干 石 海]1 ， 箚 担 へ と 抜 け る 火 ¶||蜃

か 虍 一,て お り ． 地 殻 かIIX く な り 場 所 に よ-1 て は マ グマ や

瑰 ド のS; 分 濡 融 か あ る･lf 晩 性 か あ る． 閨 呶丿也Jj･に お い て

は ． フ ｒj ヒ･ン海 フ･レ ー1･ の さ らに ドに 人･|` 1?フ･レ ー １

か 沈 み 込 ん で お り ． そ の 深 さ はIJμSilllf･l延 で は&120km

!:俥41 さ れ て い る ． λ･|` 洋 プ レ ー ト の 沈.４ 込 み|｢ は|| 夲

海 溝 及 び 伊 屮| 笠ヽ 原 海 溝 で あ る ． こ の 地i'i 観 測 の|| 的4j

釖島 沖1.11辺 の ロ ー カ ル な 地 震 活 鉤 の 把 掏 に あ る た め ． 帯

j42･1:7jj.･lj; 鱠1'1･lｔ,;f雌 篥 のｆ ｌt な どlj 遠 地J ●震 に っ

い ては彰慮していない．観測匐川･IIに ．訊象庁や防災科

妓絣などから報告された谷地域の広破的な地震活動と，

初鳥ill･で観 測された地震データについて概凄を述べる．

また，波形の鯏を図15 及 ぴM16 に示す．

６． ２ 沈み込み前のフィリピン淘プレートの地

震及ぴ沈み込んだ太平洋プレー１の地震

川 伊Ｍ牛島東方1111

シロウ11 ガ イの挙動や海底火IIIな どとの詞通を泯睨し

ているIJi豆11!島 束方沖では，1970 ￥代 より毎年のように

群発地震活扣があ11 、1989･r･には 海底噴火も兇らjt た．

状々か観測を1111始 する|III:liijの1993 年に.10 ￥にｌ度とい

う活発な 畔発地震活鉤か兄られたか．その後あまり|｣

１９ た活鋤り ない．観測lll始 腴の199311;llJIから199･11r･

凵l に かけて３舸の震匈情報か惟;'iされており，これら

は すべて記録され，lj－Ｓ畤問が2 －2.51秒である．なお，

この海域で沈み込んだ人ヽr洋プレーＨこよると馭.わ れる

深さ1仭k 加 をこえる地震が２つ扣告されているが. 初島

1111の地震,ll･では 観測されなか-1た．

{2} 人島近海，新鳥近海．Ξｔ 島近海

これらの海域でも|IS折 芻 発地震が起こるが，Ｍ･|クラ

スの人きさの６のか観測されている．ただし．記録のll･

無lj あ まりマグａ チュードやIll源 からの距瞳によらない

ようでらあII . 震:婬のメカ＝ ズｊ､べ･城のli叭 経路の影響

か川ている1･f能性 もある．111譌iの深き50－180km の ，忱



r測15 地gl 波ｌ の 鬨｡ 槇 亠･向 の|| 盛 りは １秒プ)長 さ を 友 わ す 。３

つの トレ ー スCJ.ls;| － の 地 曜 の|良夊 す る ３ 暖 分{11 か らrfj

北I疣分 。家内 戚 分 ，j; ド暖 分3 を μ わ す 。|; の'Jfc'itt.  1994

孥10Jj2911 にlg 綛|悁glllN31.871 E 】40.711. Ｍ･|｡ 叺

葎 さ71.3km で 発生 した 。 Ｘ ター シ ｓ ン か らil詞 ま で の

直111鯉 は 釣156km で あ る 。 ﾄﾞのj6111j.199 稈911411

にT･ 梟 県 巾SN35.5 玖E140.131 ，Ｍ･|｡１ 深 さ 跖｡6knl

で髄 ゛|恣 た 。スｆ － シ ョ ン か らiISil ま で 夕)11:麗淘li 約126

k11 で あ る

Fig.15 E χalnples｡f､,･ ≪ve forms. Ｔｉｃ １１１rk ｓ｡111uri 恥ｌ.

tal ｇ ａｌｅ indicate {11c ｓｅｃw,11dlｘjrdi ｖiｓiり>ii. Upper

3tr ａｃｔs arc 111rce l 》ｅrpelldiculal･ ｃ･ngjlle111s f χ

-S.  E  w.  U  D]  of e, ｌｅ earthquake.  The fnca 】

parallelers ol ihe lp 陬r cvcnl aR ， 】●/29/199･!.

N31.873.EI･| ●｡751 ，Ｍ･4.S.
 ifcplh: 71.3km.

 Slant

rjiiiRc* l>et^wi 1he obsel･valol･3･ alld bypucciiter

is ll ｓJ111 156 km, The focal l χlr1111eler ｓ ol ihe

1,jｗｅr e1･e111 are i99j.9.4.  n35ls7 ≫. km0.i3i.  m-l.

3.del,lh76.6km ，Sla111｢allpIMw,･collllc,lb ｓ･r･

vHl< ≫ry alld hyp, ｔclillr is abrlllt 126kl ・，

叫16 地Ili 闘j の1 凡lll み|;IIの メ モIJfj1 砂 の 長 さ を 表 わ す． ３

つ の ト レ ー スlj.|,; ト ーの 地i'; の111:女 す る ３ 成 分{ll か,･,|匂

ｔ 成 分 ．祺西1政分. 上 ド 成 分l を 矗j} す ．| こ力地 心 は. 】99･1

年121｣311 にSj･ り.？ 島 淑 ゐ･沖N34.90 亂E139.3X 5･13.K.

il さ13.4km で 飃 ″lｔ だ 。 Ｘ テ ー シ ョ ン カ･らill 汲 ま で の

11111 皺lj 約 ｌａ ｍ で あ る.･11 の 地ilifl.199･IsllOlj251｢ に

持 奈jllll!jlq部N35.1SI K13S.S& M4. 叺 深 さ 蘢ln で

jl ″IEL た. ス テ ー シ ョ ン か ら 震 源 ま で のIMJi 雌 は 約31Jk111

で あ る。l' の 廸ilﾐej. 】99511ｑ ljl 躬|目 こ駿 河 湾 ｔ 衂

N35.0M.  KI38.&M4.& 深 さ17km で 発 ″IEし た ．ス テ ー

シ ョ ン か ら1131 ま で の11jjillljl!160kll で あ る

Fig.16 E ｘa1111)leｓol ｗａｖｅｆｏrl・s.  'lie  marks  on  horizon-

tａ１９ｃａＳｅｉｌｄｉｃａｌｅ ｏｌsealI χi per  division.  Upper

3 11･ａｃｅｓ al･e three  pet･peitdicular ｃむ111χjllellb g χ

･S E-W. U-D)  of  one earlhcllike. Ｔｈｅ ｆｏｃｉｌ

ｌｌａrｉ ｍｅｉｅrｓ of the ｕI】per event are 12/3/199･1.

N34.908 ， Ｅ 】3り.32.11;i.S.d4･l,lh: I3.4kin.  Slant

raru どelkl､,･eelOhe ob ｓｅrv ａｌＱry ami hyl 】ocellCel･

is al χtut 】tffcin. The 14,ca1 1 ｓralllet ｅrｓ of l 】lc

1111d(|ｌｅ ｅｖelll al･e lll/25/199･l. Ｎ:15.183.1E13S.9S:|.

Ｍ,l.9.depth:.lkm.Sla111ral 呎ebelw ｒｅｎｌｈｅｏｂｓI･.

ｖlloryandh5･I ｓ,cellt ｅri ｓal ｓ,11131km.Theloc
祠|

lj;ぽa11×lei's ul I  he lflw ｃrei･ellllri ヽｔl'ISy･1!】95.

N35.186･|.E13S.6, Ｍ･|.9.()eljlh: 1714111.Sla1111･allge

IχI ｗle11 i  ik* ･･1】MIr丶'al･≫rk'　allgl 叭･1・ｒelllcri ｓ

ａｂ,lll 1111k111.
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み込んだ大平洋プレ ーＨt 返 に発生 したとＳわれる11

個 の地震は，初魯沖の地震計では観測されなかった｡

13) 房総 はるか呻

相橈トラフと伊豆小笠原海溝が会合する海溝３重罍合

点付近では，フィリピ ン海プ レートの下に ＆ぐり込んだ

太平洋プレ ート内部の地震活動か活発である．Ｍ３クラ

スの地健かlj と んどで，深 さは10km から200km に わた

る｡271*1 の うち．ｌ つが連絞Zil録 で観測されている。観

測さ九ない原因の１つとして，これらの地震と，初島沖

地震計との旧には，フ ィリピン海プレー} の・ のやわら

かいアセノスフｘア{ マ ントル部分溶融冊} かあるため，

波が減裏した可能性 ６ある。

６．３　 沈み込んだフ４リピン海プレートの地震

( 相模トラフ側) 及 び沈み込んだ太平洋プ

レートの地震

{}3 房 総 沖

沈み込んだ太平洋プレート内部，フ ィljピ ン海プレー

ト内部，あるいは太平洋プ レートとフ ィりピン海プレー

トとの剛に地震が起こる。靱沛沖な どの深 さ5C 一別ikm

のj叫I劃丿覡II】されているか。それより浅い地震や深い地

震は観測 されていない。膊liⅢIIIの地 震は４綱観測されて

いる。震源の漾 さは63 －77km でM3.8 ～5.1, 特 徴 とし

てＰ 陂の振幅が比較的大きく，Ｓ陂の半分から同 じくら

い であ る。館山i･|･の 地 震は，震源 の傑さ か約56km で

M3.2 の地 礎２つはＰ波か不1111瞭 であ るが, 深 さ皀2km ，

λ･14.4の地 震gj 黔 浦ill･と 同 様の波形 である。これらの地

震は。ちょ うどフ ィ11ピ ン麗プレ ートの内部を伝わって

初島沖に到達するため減衰が少ないと考えられる｡

12j 九･|･九里 沿岸及ぴ銚子

九十九｡緊の地健は７倒報翦 されており，うち４佃が初

島でも観測されている．Ｍ３ダラス( その弓ち３つは４に

近い) の 地震で，深 さ詞km 台 と60km が 觀剩された。波

形は 全休に振輻が小さく．Ｐ波か読み取りにくい｡ 観 測さ

れなかった地震はM3-3.2 で湟 さは50km 合 で あった。

af･ の 地iM は ，】5馴の うち２叫が覦測された｡ 深 さ43km

と46km の 地 震である｡ マ グ＝ チュードは,3.6 と4.4 であ

る。ii さ46km,  M4.4 の 地 震!ｊ．Ｐ波は読めるか，その

あとに接続波が綾 きＳ波の位;呪がよくわから４･い。これ

らも，７１ ･ｊピン海プレー} の内 部を伝わって初島1111に

到達 する もの である。

{3J　ｔ 菓雌ｔ 謬。中部

T･ｉ 黻北 部の地震1111 叫報;liされ ているが， うち６倒

か靫測されてい る。観洲された地震はM3.6 －4.3 で深 さ

lj52km.65km.70 ～冫3km. 観測 されな かった地震lj

JAM ｓIEcJ.Delps ｕRes.｡11 119951

M3.2 ～･.2でil さは50kn6akm ，66 ～69km であ る．

千葉県11 佃の地震は20 ●報 告されているが，うち10僵 が

奴剛されている．観測された地震はM3.3-5 で課 さは60

km ，70km ，73～77km, 観 瀏 されなかった地震はM3､0

-4.1 でiiさは50km, 図－74km であ る.これらはフ･g り

ピン滋プレートの内紹を伝わって初鳥沖に到達する．こ

こでは，MI を超えるような地震がしぱしぱ起こるため，

初鳥で観測さ＆る後会も多い。Ｐ波よ９もＳ波の振椙が

大きいか, 全体に振幅が大きいのでＰ波も談み取れる．

倒 茨貼県南部，南西部

=FI 県同禄地震は７４りピン誨プレー１の周辺に発生

し，プレー１内部を伝わってくる．茨城県南西部では，

報告されてい る24 佃の うち10個 が 観調された．マダご

チa －Flj3.7 －5.4 ，深 さはle －124km であ る．観測さ

れな かった地震はM3 ～4.1, is さは16.5 ～90km であ

る．茨城jl!南部 では，黻告された地震10 個のうち３個が

観測された．３佃のうち２つは100km を 超 える深 さの

M3.7 と4.2 の地 震で，１つはM3.  ≫ さ63.8km であ る．

他の地震は深さ27 ～135km に わ たって分布しており，

M3 ～3.3が多い．

多くの地震は. 千葉県同様Ｐ波よりもＳ波の振幅か大

きいが，全体に振幡が大きいのでＰ波も読み取れる。

C51 神 奈』|IM1

神奈川昂の地震は８惆報告されており．うち５價か観

測されている．戳剩された地裳lj M3.3 ～1.9 で深 さは4

1m.10kr ｉ.ｌ〕km. 113km,  118km ≫観 測されなかった

地震はM3.4 －3.8 で深 さlj71km ，7qkm ，137km であ

る．

裸さ4km.M4.9 の 地震と深さ10km､M3.6 の地 震はそ

れぞれ箚扣の南と北に 発止しているが，前者のほう.が11

周波 成分に窟み．Ｓ波に対するＰ波の振幡が大きい．こ

捫ｌ の・l&1 としてlj 震源のメカニ ズム．マグニ チュード

の違い．蛟の伝搬経片の違いなどが考えられるが，軻に

起固するものかは不明である。

g6} 山 梨 県

|||･SI川ll･部において３惆の地震が報告されているか．

初咄qlの地震a･t･でlj観 測 されなかった．山‘槊県東部の地

譌は．報告された7 綱の地震のうち，3 つが観渕された．

震源の深 さは16 ～19km で.M3.1 ～4.4 で低周波成分の

少ない波形か觀訓された．

●．４ 沈み込んだ７ イ･1ビン海プレートの仙●

(駿 河トラフ側) 及び沈み込んだ太平洋

プレー１の地震

{13 駿 河祠



駿河鰐4t郤におい て地震か発生した．マダヱチａ－卜

は防災科妓黹の逆報では4.9 であ る．この本震と，10分 儀

に起こった余震とが記９ された．やや低周波改分を含ん

だ波形が観測された．

12) 妥野鍖

この地域の地震は，震源の深さ10km 未満 のらのが21

詞報告されているが．うちM5 とM3.7 の ２つを観測し

ている．長野県南都のM5 の 地震では，低周波成分を含

んだ波形が奴測された．

６，５ 全体的傾向

地震発生の場所や規膜にムラがあるために，観棚され

た地震分布 も片寄って見えるが，全休的には震源距離

200km 以内 でM4 クラ スならば紀録されることか多い．

大島から●西方向の浅い地震や．相楔鴻，伊豆諸島の沈

み込んだ太平洋プレートに発生した地震などljあ まり覡

渊されていないか, 伝搬経路に波の減嚢の大きい部分 咄;

分 溶触したマントルなど) かあったり，膽雑な搆造のた

めに波がljlげら れたりしている可匐性がある．一方，千

薬ｌ から湎縅県にかけての深さ50 ― 80km くら いの地震

は，伝搬経刄が沈み込んだ７４りピン海プレーＨ こあ た

るためか．Ｍ３程度の小さい地震でも覦測できることが

ある．

(海 宝|11佳)

７．ま　と　 め

１年９かJII間 の 長朗観訓を通じて，２つの重要な現象

か観測された．ｉ 】は．シロウリガ イが高い歙度で放袖

戡卵を行っていることである．画鍬紀鰍は全観訓III口!で

はなく，その約18 ％ しかカバーしていないので．実除の

すa生鋼度は もりと高い と考えるべきであろ う．熱水及び

冷躅水域の化学 介|友生物が発兇されてから既に20 ゛F近

くになるか，これらの生態及び41;殖li 仙はほ とんど未知

である．商齦度の放罌戳卵lj ，初島沖に高密度で411息す

るシロウリガ イ群生と匁関係ではないと思われ，さらに

は化学介成生物に鋳ｲj'の 生 態という･･1能性 もある. 今 鍮，

ステーションを･|･心 とした現場実験や，ステージ・ ンに

よる鮫渊と連鋤した．潜水舶や Ｒｏｖ によるタ イムリー

な調査を,汁画したい．このためには．潜水舶は無理とし

ても, ROV<｢ ド ルフ４ン3K｣) に もっと機iJ醴 を持 たせ

る必麗かある．１ ２は，伊り.↑61 りjll･の 罸発地震に対

応したと考えられ る．地111温|曳の低･ドである．中 がqら

ｕ9953 に よ･,て も|,i】禄な結果か僻られており，俳兇地震

の凾孩にわたｰ, て地中濫吹か低Ｆするのが･|り1 とすれ

ぱ，圸･|･温喚の変化が地iS のｔlE をr･ 渊する指標となる

可 能 註 もあ る ．

糠 海 底 に お い て ， 画 像 を 含 む 多 歓 の 筱 測 セ ン サ ー に

よ っ て １年il 疂 卜の 藍 期 に わ た る連 続 観 測 をli つ た こ と

は ． 批 麥 にl, 例 が ない で あ ろ う ． 年 間 を 通 じ て 得 ら れ る

昨 大 な デ ー タ に は ， 極 め て 多 く の 有 益 な愉 報 が 含 ま れ て

い る と思j つれ る． こ れ ら を 搨 り 起 こ す た め に ， 各 デ ー タ

を 単 齟 に 取 り 櫑 うの み な ら ず ． 柑 互 関 係 を 考 察 す る こ と

{ 多 変 量 解 析l が 今 後 の 重 要 な 課 赳 で あ る ． そ の １ つ の 献

み と し て ， 同 一 畤 問 スヶ 一 ル に よ る 畏 期ll の 全 デ ー タ 表

示 ・ 記 録 や ， 最 も定 量 化 の 遜 れ てい る シl コウ り ガ イ の 行

動( 個 体 数 変 化 ． 移 助 量 等) を 数 砥 化 す る た め の 陲|像 処

理 を 遠 め て い る．

災 期 覗 測 に お い て， セ ン サ ー の キ ャ り ブ レ ー シ ョ,ン か

新 た な エ ー ス と な っ て い る ． 今 の と こ ろ ， キ ャ リ プ レ ー

シｌ ン さ れ た 他の セ ン サ を 現 鳩 に 持 ち 込 ん で ． デ ー タ の

相 互 比 夕猖 こよ っ て 脯 正 す る 方 法 か 現 実 的 で あ る ． 電 迴 流

速 計 の 流|;ljを ， 現 鳩 キャ リ ブ レ ー シ ョ ン に よ っ て 袙jE す

る 試 み を 行 い ，良 好 な 結 果 が 得 ら れ た ．今 後 は.  CTD 等

の 呪 鳩 寺 ヤ りプ レ ー シ ｌ ン ６ 必 妥 で あ る.

＊ 研 究 の ３ 年 間 の 観 測 目 標 も 遠 い 先 で は な く な っ て き

た． 今 後 ． ス テ ー ジ ・ ン 水･lj部 の 引 き榔 げ ． 機 器 の 訟 守

・機 健 向 上 ， 同 一 地 点 ま たlj 近 く の 鳩 所 へ の 再 設 置 等 ．

技 術 的 な 翩1旭 に も挑| 戝し つ つ. 観 測 を 継 続 し て い き た い ．
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